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タブノキ林伐採事故に学ぶ

滋賀県

流域政策局 河川・港湾室
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１ 事業概要

位置図

位置図

■河川名：犬上川
■整備箇所：彦根市、甲良町、多賀町
■整備内容：河道拡幅
■計画延長：L=6.3㎞
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１ 事業概要
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１ 事業概要
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１ 事業概要

中之島

犬上川右岸から見た中之島の状況

中之島タブノキ林

中之島タブノキ林
右岸タブノキ林

犬上川
犬上川



6

航空写真
琵琶湖

彦根市立病院

滋賀県立大学

２ 伐採事故

保全区間

工事範囲

伐採事故箇所

中之島
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彦根市立病院

滋賀県立大学

庄
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橋

No,2

保存すべき区域

２ 伐採事故

工事箇所

中之島
琵
琶
湖

旧堤撤去工事

築堤済（引堤）

旧堤

伐採事故箇所
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保存すべきタブノキ林

No,0+40付近

２ 伐採事故

H24年11月の状況（伐木後）
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① 思い込み
・タブノキ保全 → 中之島のみ
・環境面協議 → 完了している

② 認識不足
・今回工事 → 流下断面の確保
旧堤防の撤去 → 掘削量の把握
構造物がない工事 → 全体計画の確認なし
・現地 → 竹木の繁茂している箇所と認識

積算に必要な立木調査は実施

２ 伐採事故

事故発生原因



基本方針
① 今後の工事の計画立案および実施において

・ すべての工事について生物環境アドバイザー制度の適用

・ 県立大学、地元自治会等への説明会実施

② 調査に基づく自然環境の保全につとめ、残せるものは残すよう

工事方法を検討

・ 稚樹の移植、種子採取・育苗、表土保存

③ 経過観察

・ 滋賀県と県立大学や地域ボランティアとの協働による順応的管

理の実施

10３ 保全・再生対策検討会

犬上川タブノキ林保全・再生対策検討会
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ﾀﾌﾞﾉｷ29本(伐採した区間で３
本、低水敷で２６本)
ならがしわ2本
やぶらん1本
やぶかんぞう1本

参加者
県立大学
アドバイザー
彦根市
湖東土木

14名

午前 調査
午後 移植

11３ 保全・再生対策検討会

幼木の移植 （H24年11月16日）

11



犬上川 タ ブ ノ キ切株状況
平成２５年２月５日撮影

12３ 保全・再生対策検討会
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再発防止策

① 緊急報告会の実施

② 保全区域の明示、看板の設置

③ 改修平面図に必要な情報の記載

④ 犬上川の河川改修区間のすべての工事に生物環境

アドバイザー制度を適用

13４ 再発防止策
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①緊急報告会の実施

４ 再発防止策

H24.11.30 京都新聞H24.11.29 報告会状況写真



②保全区域の明示

看板内文書

一級河川 犬上川

犬上川河畔林保全区域

この区域はクスノキ科の常緑
高木であるタブノキの他、ナラガ
シワ、コブシ等が生育しており非
常に良好な生態系を形成してい
ます。

区域内で観察や散策をされる
場合は、樹木を傷つけず、ゴミは
各自でお持ち帰りください。

滋賀県湖東土木事務所

連絡先 0749-27-2248

15４ 再発防止策
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犬上川平面図（河口～南青柳橋）
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敷設幅=4.0m

護床ブロック（2t型）

敷設幅=8.0m

BC
.2

敷設幅=7.0m

タコノアシ

犬上川橋Br

環境調査
委託名称 調査区間 調査期間 調査内容

南青柳橋～
宇尾大橋

護岸詳細設計
委託名称 委託区間

地質調査
委託名称 委託区間

H10 K17-17
犬上川広域河川改
修測量設計業務

犬上川橋
～

南青柳橋

No.1～No,5　ボーリング３箇所
既往ボーリングデータの整理
施工計画、仮設計画の検討

H19 K17-1 犬上川
広域河川改修設計
業務委託

犬上川全川
川づくり会議資料作成
　犬上川の地勢

業務内容

犬上川生態系調査
平成11年3月報告

H9.10～
　　　　H10.7

植生・魚類・小動物・鳥類・陸
生昆虫・巨木・湧水・水質

H13 K17-2 犬上川
広域河川改修河道
計画検討業務

犬上川橋
～

南青柳橋

業務内容

護岸詳細設計

植生・魚類・水生昆虫・小動
物・鳥類・陸生昆虫・巨木・湧
水・水質

河口～南青柳橋 H5.2～H5.10
H4 20-1号・H5 20-2
号・2-2号
犬上川生態系調査

タ　ブ　林

H10-NO,2

H10-NO,3

ビワマス

H10-NO,1
植生保存区

誤伐採区域

タ　ブ　林

犬上川　情報平面図改修平面図に必要な情報の記載 16４ 再発防止策

③改修平面図に必要な情報の記載
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事業毎に解決困難な生物学的問題であって、当該問題の解決が
環境対策施工技術の向上や公共事業の円滑な執行に資すること
となるものについて、必要な指導・助言を行う。

1事業1～3回程度開催
4～5名のアドバイザーを選任

４ 再発防止策

④生物環境アドバイザー制度の適用



時期 項      目 内　　　　　　　　　容

工事内容の検討
いただいた意見を基に、工事内容、工事工法等負荷軽減対策を検討
する

工
事
実
施
前
年
度

工
事
実
施
年
度

環境アドバイザー制度
に登録

翌年度の予算が確保された時点で環境アドバイザー制度に登録

情報確認
資料の作成

情報の記載した計画平面図をもとに、工事対象箇所での必要な環境
情報等を抽出し、委託成果品により詳細な情報を確認し、その情報を
もとに環境アドバイザー会議にかける資料を作成する。

環境アドバイザー制度
による現地確認

県職員および環境アドバイザーにより現地の確認
・工事内容の説明
・環境情報等の確認
・工事による環境への負荷軽減について環境アドバイザーより意見を
いただく

翌年
度

以降

環境アドバイザー制度
による検証

工事後の状況資料や現地確認により効果の検証を行う。

協議 検討結果を基に、環境アドバイザーと協議

工事着手

工事完了

協議結果を踏まえた内容で工事発注し、工事に着手

18４ 再発防止策

④生物環境アドバイザー制度の適用
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切株の萌芽状況

樹 高 約3.0ｍ
胸高直径 約4.0cm（最大寸法）

平成26年10月1日撮影

19５ 現状報告

19



幼木の仮移植

移植したタブノキ１本を確認

平成26年10月1日撮影

20５ 現状報告
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６ 反省を今後に生かす

① 懸案事項は引き継がれる
→解決した問題は引き継がれない
→合意しただけなのか、実行されて解決したのか
→全て解決していると思い込んでいないか

② 事業再開時の確認
→懸案事項の引継ぎはされているのか、問題点はないのか
→前任者がいないときの確認
→再開後の工事区域が中断前と変わっている時の確認
→担当個人間の引継ぎと組織の引継ぎ

③ 事業計画の確認
→全体計画の確認
→当該年度実施区域（だけ）の確認
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ご静聴
ありがとうございました。


